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論 文 内 容 の 要 旨
この研究は, わが国におけるてん菜の育種方法を根本的に検討し母系選抜法がもっともすぐれているこ
とを明らかにするとともに, その遺伝育種学的基礎を解明し, 広 く他殖性作物の選抜法に対する評価を試
みたものである｡ 本研究で明らかにし得た点はつぎのとおりである｡
(1)根中糖分の遺伝力は高いが, 根重と産糖量の遺伝力はきわめて低く, 根重と根中糖分との間には強
い負の遺伝相関が見られる｡ 遺伝力 ･遺伝相関のいずれからみても, 個体の表現型による選抜で産糖量を
高めることは期待できない｡
(2) 集団選抜では, 根中糖分で選抜効果が認められるが, 産糖量は増加しない｡ これに対して母系選抜
では産糖量の選抜効果が大で, 遺伝子型変異もよく保持される｡ しかし, 母系選抜においても選抜集団
が小さければ, 世代を進めるにしたがって近交弱勢が現われるので- テロ- シス育種への移行が必要であ
る｡
(3) 交雑後代系統の多交配で現われる- テローシスは, 板重, 眼中糖分, 産倍量のうち産糖量で最も大













論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
わが国のてん菜栽培の歴史は欧米に比べて短 く, 品種の育成も非常に遅れていた｡ 近年, てん菜育種の
基礎的研究が行なわれるようになったが, まとまった業績は少なく, 育種法を扱ったものではこの研究が











正の相関関係があるが, 著者は生育過程を調べ, 地上部生育が早 く終わり, 茎葉の過繁茂が抑えられると





著者は, さらに母系選抜法がなぜ有効であるかについて遺伝学的考察を加え, 母系選抜法では- テロ接
合体が多く選ばれるので, 有効縦裂により原品種の連鎖ブロックが破られ, 優良遺伝子が集積L やすいと
しているが, この選抜法に関する著者の評価は他殖性作物一般の育種に重要な示唆を与えるものである｡
以上のように, 著者の研究は作物育種学ならびにてん菜生産の実際面に貢献するところが大きい｡
よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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